
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「楽しく」そして目標に向かって「飛躍」 

 

泰日協会学校シラチャ校  校長 酒井憲一  

 

 日本漢字能力検定協会によって毎年「今年の漢字」が発表されていますが、２０２２年の「今

年の漢字」は、１位が「戦」、２位が「安」、３位が「楽」でした。ウクライナ情勢をはじめ、冬

季オリンピックやサッカーワールドカップの熱戦をふまえると、１位は妥当な漢字と言えます

が、意外だったのが「楽」という漢字が３位に入ったということです。選ばれた理由としては、

コロナ禍において様々な感染防止対策のために行動が規制されて不自由さを感じていたが、

徐々に感染防止対策が緩和され、コロナ禍前の日常に戻って様々なことをできるようになり、

楽しさを感じたということです。  

 ２学期を振り返れば、シラチャ日本人学校も同じように「楽」つ

まり「楽しさ」を感じさせる４か月ではなかったでしょうか。３年

ぶりにシラチャ祭が開催され、大勢の人の前で堂々と表現したり、

他学年の演技を鑑賞したりして、達成感や高揚感を味わいました。

また、タイ人スタッフの方々へ感謝の気持ちを表す「感謝の会」で

は、小中学部の全校児童生徒が集まり、シラチャ日本人学校として

の一体感を感じました。その他にも、修学旅行や臨海学校、校外学

習など多くの思い出を作ることができました。１２月には小学部６

年生が先陣を切って学年スポーツ大会を実施しました。子どもたち

の楽しむ姿を参観される保護者の方々を見ると、親子で笑顔があふれるひと時だと感じました。

３学期は他の学年がスポーツ大会を実施します。競技や演技を楽しむ子どもたちの姿を楽しみ

にしていてください。そして、次回の授業参観はオンラインではなく来校していただき、教室の

中で子どもたちの楽しく学ぶ姿をご覧ください。  

 

ご存じのように来年の干支は卯（うさぎ）年です。卯（うさぎ）は穏やかで温厚な性質である

ことから、家内安全が成就されると言われています。また、その跳躍する姿から「飛躍」や「向

上」を象徴するものとして親しまれてきました。３学期そして来年度は、子どもたちがさらに飛

躍し向上することを願っています。また卯年には「植物の成長」という意味もあり、新しいこと

に挑戦するのに最適な年と言われています。新年は、新しい目標を立てて前へ進む意欲が高ま

る時です。この機会に、お子さんと新年の目標についてお話をされるのもよいかと思います。  

 

卯年の「植物の成長」とは、「『寒気が緩み、萌芽を促す』と言われ、厳冬

が去り春の兆しが訪れる。」という意味が込められています。冬のような長い

感染防止対策を乗り越え、今は春の訪れのように子どもたちが伸び伸びと活

躍できる環境になりつつあります。保護者の皆様には、２学期も本校の教育

活動に対してご理解とご支援を賜り感謝申し上げるとともに、３学期も、子

どもたちがさらに伸び伸びと活動できるよう、引き続きよろしくお願いいた

します。どうぞ、よい年をお迎えください。  
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中学部の「アラジン」  



 

 

 

タイの伝統工芸  竹細工にチャレンジ  
小学部  ４年学年主任  牧野  壮平  

１１月１７日（水）、チョンブリ県にある竹細工の工房「プラニーさんの家」で、竹の箱作りに挑戦しました。こ

ちらは、タイの伝統工芸を促進するため国から指定を受けた一村一品運動（OTOP）の一つにあたる工房で、副教材

「わたしたちのまち  タイ  シラチャ」にも載っています。職人さんがおよそ８分で作ると言われている竹の箱を一

人一つ作りました。  

事前に作り方を学習し、竹に見立てた厚紙で練習をして臨んだ子どもたち。しかし、紙と竹はやはり感覚がちがい、

竹のしなる力のために、組んでいたものが抜けて戻ってしまい難しさを感じることもありました。しかし、そのよう

なときは友達同士協力したり、手伝ってくれる職人さんの様子をじっと見つめたりしていました。「なんであんなに

すいすいできるんだろう」「職人さんってすごいね」と仕事ぶりに感心しながら、自分の作品を自分の力で完成させ

ようとする真剣なまなざしが見られました。  

また、多くの竹細工製品を見学した後には、今回の校外学習を「竹細工の魅力」と題しリーフレットにまとめまし

た。子どもたちが書いた文章の中に「竹細工は美しく、耐久性もある」「昔のままではなく、今の時代にあったもの

になるように竹に色をつけて工夫し、発色の良さが竹細工の良さを引き出している」「竹は水をかけながら作ること

で折れにくく加工しやすくなる」など実際に見て、手を動かしたからこその言葉をたくさん見つけることができまし

た。  

プラニーさんからは、最後に「タイの伝統工芸について、今日おうちで話してみてほしい、またほかの日本人にも

紹介してほしい」という言葉が贈られました。子どもたちが直に本物に触れることによって、ひとつの文化の形を知

り、今後タイの文化、日本の文化、また世界の文化や伝統工芸に興味をもつきっかけになればと願っています。  

       

 

 

 



「初めてのやり甲斐ある仕事」 

                              二シャーパー 

わたしは、シラチャで生まれ育った生粋のシラチャ人です。親も日本の工場で働いてお

り、幼い頃から日系企業と日本人に恵まれていました。中学、高校はシラチャ学校に通

い、ブラパー大学の日本語専攻に進学しました。大学では、色々な活動をしましたが、特

にタイダンスやタイの伝統音楽に興味がありました。また、日本の音楽も好きでした。 

大学３年の時には、ツアーの代表に選ばれ、鹿児島県で 2週間ほど色々な体験をしまし

た。着物を着たり、琴を習ったりと、どれもすてきな思い出です。そして、バスに乗った

時に日本人の小学生を見かけたことを、今でもよく覚えています。黄色い帽子をかぶり、

可愛い顔、ドキドキしました。その時は、将来、日本人学校で仕事をするとは思っていな

かったので、今、本当に幸せです。なお、大学の間、ずっと日本語の家庭教師もしていま

した。教えることが、とても楽しかったです。 

大学を卒業してからは、しばらくピアノ教室で通訳として、日本人の子供と関わってい

ました。先生として働くことは、ここシラチャ日本人学校が初めてです。毎日楽しく、子

供たちの笑顔を見られて、元気な声も聞けて、素晴らしい仕事だと思います。これからも

ずっとシラチャの街が、タイと日本で仲良く繋がっていってくれたら嬉しいです。 

 

 

 

 

「かつて 新聞屋さんでした」 

                               ルンナパー 

サワッ○トデイー カ。わたしのふるさとはスパンブリー県です。シラチャから車で約４時

間の所です。大学の時にチョンブリー県にやって来ました。そして、３年前、読売新聞の奨

学金をもらい日本に行きました。日本では、新聞配達と日本語の勉強だけの生活でしたが、

そんなに大変には感じませんでした。しかし、思考と現実は同じようにいかず、一ヶ月ほど

すると、だんだん体がだるくなってきました。疲れがたまり、睡眠不足だったと思います。

毎日午前２時に起きて、新聞に一部ずつチラシを入れる作業を行いました。全部で３００部

あり、それだけで５０分かかりました。それから、配達作業に入ります。最初のお客様の家

から最後のお客様の家まで、何度も何度も自転車の乗り降りを繰り返さなければいけません。

すべて配り終わるのは、大体６時半頃です。日本の家は色も形も似ているので、場所を覚え

るのが大変でした。また、真夜中の街はとても暗かったです。特に冬は、真っ暗で寒かった

です。マイナス２度です。指が切れるほど寒かったです。雪がふった時は、道が滑りやすく、

何度も転びました。涙がでるほど痛かったです。本当に大変でした！！そして、午前９時に

なると、電車で日本語の勉強をするために移動します。それが終わると、今度は夕刊の新聞

配達に行きました。午後 2 時から午後 4 時までです。休みは週に１度だけでした。仕事が

終わった後は、毎日料理をして、宿題をして、寝る時間は４時間だけでした。このような生

活を 3年間続けました。新聞屋さんをしたこの経験は、忘れられない思い出です。 



  

 
 

  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６日 (金 )は、３学期の始業の日となります。始業式があります
ので、児童の皆さんは袖付き、襟ありの服装で登校してください。

また、この日は全校５時間授業となります。お弁当も必要ですの
で忘れずに持ってきて下さい。他にも、各学年・学級から出ている
お便りをもとに、準備をお願いします。 

 

３１日 (火 )から、各学年、学年末の学級懇談会を開催させていただきます。この１年間の

児童生徒の成長の過程や学級の様子の変化、今後の進路等についてお話させていただきま
す。また、懇談会に合わせて「シラチャ作品展」を開催させていただきます。図工や美術、技術、
家庭科で子どもたちが一生懸命に作成した作品を、来校いただいた際ご覧ください。なお、ホー

ルは上履き等が必要になりますので、お忘れなくご持参ください。  

 

 

１学期は不審者侵入時における避難訓練、２学期は火災発
生時の際の避難訓練を行いました。３学期は１８日（水）に、

地震発生時の際の避難訓練を行います。命を守るための大切な
学習です。皆で真剣に考えていきましょう。 

 

１７日（火）は、７年の総合的な学習の時間で、レムチャバン
港へ行きます。世界でも有数の国際貿易港であるレムチャバン港で
すが、自動車運搬専用の大型船を見学したり、レムチャバン港の歴

史や貿易に関するお話を聞いたりします。当日どのような学習ができ
るのか、とても楽しみですね。  

１１日（水）から２泊３日の日程で、８年生がチェンマイ・チェ

ンライに修学旅行に行きます。学級での事前学習や準備をしっかり
とし、最高の修学旅行を目指しましょう。  

 

始業式 ・・・２０２３年４月２１日 (金 )  

入学式 ・・・２０２３年４月２２日 (土 )  

担任へ Google 連絡帳等でご一報ください。また、電

話番号が変わられた場合も同様にお願いします。緊急

時のご連絡先（SMS 含む）の把握にも必要となります。 

小学 部 ３年 生 では社 会 科 の授 業 の一 環 として 、１９日
（木）に消防署の方々に来校していただく予定です。シラチャの

町を守るためのお話を聞いたり、実際に防護服や消防車に触れ
てみたりと、色々な体験ができるようです。楽しみですね。  

同じく６日 (金 )は、小学部６年生と中学部が一同に書き初
めを行います。新年を迎え心新たに一年をスタートできるよう、集

中して字と向かい合えると良いですね。各学級からのお知らせで持
ち物を確認し、忘れ物がないようにしましょう。  

 

２５日（水）は、小６児童対象の中学部入学説明会を予定
しています。小学校と中学校のちがいや、生活や学習に関することな

ど、中学部の先生から直接お話を聞きます。なお、保護者の皆様に
は資料にてお知らせしますので、併せてご確認をお願いします。  

 


